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1. ダイアログ 

 

DXFファイルについて、レイヤ別にエンティティ数をカウントし、CSVフィルを作成します。レイヤの構成、レイヤ

の色番号、エンティティの数を調べるための機能です。 

 

 

 

DXF ファイル入力フォルダ 

DXF ファイルのフォルダを指定します。このフォルダ内のすべての.dxf について調べます。 

 

出力 CSV ファイルに付加する文字列 

出力する CSV ファイルに付加する文字列を指定します。例えば「_count」を指定した場合、DXF ファイル名て「test.dxf」

なら、出力する CSV ファイルは「test_count.csv」となります。この項目が空白の場合、「test.csv」となります。 

 

CSV ファイル出力フォルダ 

CSV ファイルを作成するフォルダを指定します。入力 DXF ファイルのフォルダと同じフォルダでもかまいません。 

 

一覧 CSV 出力ファイル 

ポリライン、ライン、ポイント、テキストについて、レイヤ別ファイル別の数を CSV ファイルに出力します。あるレ

イヤについて、各 DXFファイル別にエンティティ数を比較したい場合の表になります。この項目は空白でも構いません。 
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出力する CSV の 1 行目はヘッダで、2 行目から各レイヤのエンティティ数です。1 列目はレイヤ名、2 列目はレイヤ

の色番号、3 列目から各エンティティ別の数です。 

 

 

一覧の CSVは次のような内容です。 

 

ポリライン、ライン、ポイント、テキストについて表を上から順に記録します。上図はポリラインの例です。 

1列目はレイヤ名です。2列目からは各レイヤに含まれるエンティティの数です。 

 

2. 更新記録 
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✔ダイアログにヘルプボタンを追加、この説明書を作成 

 

 


